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中国古代水運 と港湾について
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1 港湾の定在としての津

中固における港湾の発生，その歴史的成立を考える場合，どうしても，内

陸の河川の原始的船着場（渡し）と，共同体的漁拐を行っていた2思われる
原始的な海の港との，二つの起源を問題にしなければならないであろう。

特に前者について見ると，旧石器時代．新石器時代を通じて，考古学的遺

跡が，黄河の流域，いわゆる中原iζ集中している乙どい．春秋戦国以前の夏．

商 西周の文化がすべてに内陸志向型であって．西周から春秋時代にかけ

て 黄河の有名な渡何地点K，盟津（成周 旧洛陽の近く）聴津（＇t真昼の近

く） 茅津（三門峡の近く）などの地名があり 伺れも黄河の有名な渡し場

として短られていた ＇2＇。津とは 河川の渡し場の意味であり

津人操船若神 荘子・達生

横江館前津史迎 李白・横江詞

すなわち， 「津人船を操る乙と神のごとし」という津人とは “渡し守”の

乙とであり ， 「横江館前津史迎うJの津史とは “渡し場を管理する役人”



184 中国古代水運と港湾について

のととである。乙れは ずっと後年κなるが，制度としての津が成立してい

るととを意味するものである。

乙のように 西周から春秋時代にかけて すでに津という普通名詞が使わ

れている乙とから 中固においては 海港よりも．むしろ河川の港の方が早

く制度として成立しているのではなし、かという推定が成り立つのである。

と乙ろで，河川における港の成立については， ロンドン港の歴史の中に

有力な手がかりがある。 Broodbank のロンドン港史 2• によると はじめ，

大陸からやって来た商人ギルドたちは，テムズ河の岸の，どζにでも船を着

ける乙とが出来た。 ζれを作図してみると次のようになる。

図1 最初はテムズ岸のどこにでも船をつけることが出来た
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（注）商人ギルドA.B. C. D. E, Fは．水
陸翼線 CW.F）のど乙にでも．それぞれの船積場
a. b, c. d. e. fをもっζとが出来た。乙の局所
は．特定のギルドが使用している際中ICは目一種
の専用使用権のようなものがみとめられていた。

乙のように t 特定の場所iと交易のラインが集るのは。それなりの理由があ

る。先ず第ーに自然的条件，そ乙Iζ船をつけるととが．一番安全で，便利で

ある乙と，乙れには， 図 2＇乙見るように，河岸 lζ人口的な切込みを作った船

着場が出現する乙とも加えられる。第二は社会的条件であって 国王の命

令あるいは特許による使用条件が生れている。第三は，経済的条件で，そ ζ

lζ荷を揚げる乙とが商取引上の良好な条件となる乙とである。乙の，

自然的条件
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図2 特定の場所に，特定のギルドが集った
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（注）図2になると．特定の局所IC，特定のギルドが集まるように
なった。 Billingsgateとは．国王ピリ ンのゲートという意味で．
今日でも，ロンドン税j刈のt手IC. ~(\ill渇として伐っている。 Ro
gateとは，凶王ω特訓ICより， Easterings （ライン商人で．後
ICハンサ商人となる。鉄鋼を扱っていたので Steelyardmerchant 
とも呼ばれた）の船着湯となった場所である。 Queenhithとは．
その名のようIL友王の船局場である。

社会的条件

経済的条件
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をもって，私は港湾の定在と名づけた。定在とは，少しばかり哲学的言葉で

あるが，“そζlζ在る”という意味である。それが港湾の成立の条件であっ

て，乙の三つのものは，歴史的にそれぞれのウェイトを異にする。

ととろで，中国の津という言葉IL.Ii. “集る”という概念があるようであ

る。たとえば．興味津津の津（みちあふれる）という概念。そして，それを，

一つのと乙ろκ集るという意味に解すると．古代テムズの gateという概念

となり，そ乙』ζ，港湾の定在を見るととが出来るであろう。

注（1）讃其聖書：中国歴史地図集第一冊．地図出版社．上海.1982. 

(2) Sir Joseph G. Broodbank:History of the Port of London, Vol 

I . II . Daniel O’Connor, London. 1921. 

2.考古学的実証



186 中国古代水運と港湾について

中国の津という概念は，確かに中原に発生した。しかしながら，それより

もっと古い時代，考古学的時代になると，意外lと南の方に水運の遺跡が多い

のである。

員塚茂樹氏の「中国古代再発見 1¥1J によると，乙れまで中国の文明は，黄

河の流域iと発生したというのが，久しい聞の定説で，今日も変っていないが，

長江（揚子江）流域においても，それにおとらず．古い時代から文明があっ

た乙とがわかって来た。

「長江下流である江西省の東北部の万年県大源の仙人洞の洞穴遺跡が．

1962年以後， 2固にわたって発掘された。 その最下層から出土した粗い砂

の混った紅陶は，低い温度で焼かれた原始土器であった。その年代は，放

射性炭素（c 14）によって，紀元前6.625年どろと測定された。中国人の

祖先が，氷河期が終って，澗穴の居住からしだいに平原に進出し．原始的

な土器を制造しはじめた痕跡は，黄河流域ではなくて．長江下流において

確かめられたのである。J

貝塚氏は，さらに，紀元前5.050年頃と推定される漸江省余挑県の河母渡

遺跡の最古の層から，みごとな黒文彩陶土器が発見され．中央部の木造建築

の遺構は，柱をくり抜いて架をはめ乙んだ高度の建築技術を持ち，乙の層iζ

は，大量の稲穀が堆積していた乙とを指摘しておられる。乙れは，中原の新

石器時代の仰詔文化を代表する西安の半披遺跡（前4.770～4.290年）より

も，さらに古いものである。そして仰詔文化が，粟などの農耕を行い，集落

を形成し，家畜を飼養し，乙れとならんで狩猟と漁携を行っていたのと同じ

く．河母渡遺跡においても，稲作を行う定着した集落を形成し，豚，犬・＊

牛を家蓄化し，あわせて狩猟と漁携を行っていたものと考えられている。

私は， ζのあたりに，中固における最古の原始的船着場が生れていたので

はなし、かと，考えている。それは1983年に発掘された，わが国の，福井県鳥

浜遺跡の船着場のように，単純に棒杭を打ちとんで板を渡したような，極め

て原始的なものであっても，人聞の定着を条件としているからである。そし

て．新石器時代の最も古い人間の定住の跡があり，そ ζで漁携を行ったとす

れば．乙の考え方は成り立つのである。



中国古代水運と港湾ILついて 187 

乙れについては，中国交通部水運規却l設票院の王紳峨氏が「中国古代海口

的夫起概略2Jの中で，乙の河母渡遺跡から，約7.000年前（紀元前5.000

年）のものとされている木弘（木製の擢）が出土した乙とを指摘しておられ

るのである。

また＇ 1956年lζ，漸江省の杭州、｜の水田阪と， 1958年IL.，呉？ミ銭山諜から別々

に出土した木の擢は，約4.000年前のものとされているが．巾の広いものと ．

狭いものと 2種類あり，前者は巾が約26センチ．厚さが1.5センチで，木を

削って作った平面と，末端の尖った部分から成り，短い柄と一体となってい

る。後者は長条形をなして曲線を描き，巾19センチ．長さ96.5センチ，柄の

長さ87センチの木製であった（水運文物刊＇ ）。

『～南町噌理盟饗鐸芸

古代中国の木菜

抗州＊聞販山土（上）．呉穴銭山首書出土

（下）の催。

「水巡文物Jより。上海｜事物館磁。

さらに年代が下がると，船についての記録や遺跡が出て来る。船について

は，商（殴．前2.000～1.027年）代の銅鼎花文IL，図のような，船上で荷

をかついでいる者と．船を操っている者とを値いたものがある。

i先i
商代銅鼎花紋

「水辺文物Jより。上海l導物館厳。
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7.J<貼攻』＇＆制止在凶佼

（水辺文物より）

中国古代水運と港湾について

1935年lζ，河南の汲県彪鎮出土の戦国時代の銅

器には，陸上と水上との戦斗の様子が描かれてい

る。船の方は．船上』ζ棚を設け，下段lζ船をとぐ

人々，上段の棚の上iζは． 弓や矛を持った戦士が

描かれている。王仲嶋氏（前掲書）は．中国古代

の海運は，軍事的要素が強かった乙とを指摘して

おられるが，貝塚茂樹氏も，その著「中国の古代

国家Jの中で．股．西周王朝を戦士国家と規定し

ておられるゆ。

河北平山県の葬船坑では，

さらに， 1974年から1978年にかけて発掘された

紀元前300年の頃の中山国王の墓とされているが．

3隻の大船を中央にならべ．その両側IC.各I隻ずつの小型船が発見された。

乙れは．戦国時代の木船の実物遺跡であって．船の頭部や尾部は方形で，そ

り上っており．船上に棚を設けた兵戦ではなし、かと言われている。船の長さ

は， 13.35メー 卜jレ.rrJは約2メートノレ，舷板の高さ約0.75メートル，特iζ

船板が，不同形の鉄製のタカ、で締めつけられていたのが，注目される（水運

文物）。

古代中国の造船技術といえば，何といっても．見のがすととの出来ないの

が， 1975年に．秦の時代の番高（現在の広州、｜）で発見された造船所の遺跡で

ある。土木工事の最中に地下5メートノレから現われたもので，造船用の船台

と，木工工場跡が出土した。船台は， 二組の滑道から成り．それぞれの滑道

は．下面に枕木をならベ，その上IL.，タテlζ2fljの滑道が置かれていた。そ

のうち．一組の滑道は長さ88メート Jレ．巾8メートノレ，専門家は．乙の船台

で，長さ30メー卜Jレ，巾8メートル．積載能力60トンの大船をつくる乙とが

出来たとしている。 秦といえば，紀元前200年代の国であって，乙の時代IL.,

乙れだけの船が作られたという ζとは．おどろくべき乙とである。

乙の技術的基礎は，すでに春秋（前770～476年）．戦国（前475～221

年）の時代に出来上っている。乙の時代は，中国の奴隷制社会が崩壊し．封

建制へ移行する過程で，多数の地方的な王権が確立し．多くの都市国家を形
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成した時代で，やがて秦の始皇帝が出て統一国家をつくりあげるのであるが，

春秋時代は，鉄器の出現によって，農業が飛躍的に発達し．商業と交通も亦

乙の時代IC大きな発達を遂げた。また水運も発達し．有名な大運河の建設が

始まったのも乙の時代であった。

防代大迄河示意図

（注）中国交通部水i云規制設計院提供「水運文物Jより引用。
大運河の歴史は非常IC古い。すでに春秋末期，紀元前480年IC.呉

の国が．長江から准水IC至る聞の肝淘を開いている。その後．それ

ぞれの時代K少しづっ建設された模様であるが．六世紀末から七世

紀のはじめにかけて．大土木工事を行い附の賜子育の時代IC完成した

といわれる。

侍筑夫は．その著「中国封建社会経済史J＇巧1の中で，

「春秋以前の井田制の時期は，ヨーロッパの庄園制と同じで，自然経済

が絶対的支配地位を占めていた。中国古代商業は，春秋時期IC,Iとわか

に発達したが，乙れは，水陸交通の発達i乙負うと ζろが大きく．商業と

交通との発達は．相互に影響しあったものである」

と述べている。内陸交通の体系も．乙の時代IC.ほぼ出来上ったと見るとと
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が出来る。

「大道に沿って．十里iζ！声（家屋，いおり）あり，三十里宿あり ．五十

里市あり」＇6'

といった具合で，旅宿と交通工具（車馬），商品交換の場所としての市をそ

なえ，商品交換のための市を設け，河川には，津を設け船を配している。 ζ

のようにして，多くの河川IC..渡し場の制度が出来あがったのも，乙の時代

であると考えられるのである。

侍筑夫は，中国の沿海航路が聞かれたのもこの時代であるとしている。

「春秋末年．水路交通上．重大は事業が達成された。それは沿海航路が

はじまったζとである。歴史が記すと乙ろによると．呉．越両国の造船

工業が発達し大型の船舶がつくられ，内河交通と比べものにならない，

大きな発達をとげた」，7

と書いている。

注（1）員塚茂樹 ：「中国の歴史」上下，岩波新書，東京.1985 （第30刷）。

貝塚茂樹 ：「中国古代再発見」岩波新書，東京， 1981，第2刷。

貝塚茂樹 ．「中国の古代国家」中央公論社，東京，1984。

(2) 王件情：「中国古代海口的アく起概略」中国交通部水道規制設計院，北京，1985。

(3) 王f判員提供 ：水運文物（コピー）北京， 1985。

(4) 貝塚茂樹： 「中国の古代国家」中央公論社，東京，1984。

(5)(7) 侍筑夫：「中国封鐙社会経済史J人民出版社．北京，1981。

(6) 実慧：「中国古代商業史」第一間，中国商業出版社，北京，19830

夏旦大学上海財経学院：「中国古代経済簡史J上海人民出版社，1982。

3.海港への展望

近年，中国においては，にわかiと港史の研究発表が盛んとなった。 1985年

の5月．私たちが，北京において，日中港湾学術交流会を行ったときに，

「中国対外列ニ放港口Jq，が発行された。乙れは．中国の新しい経済建設の核
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としての14の開放港湾についての概要をまとめたものであった。乙の外i乙，

われわれが既に入手しているものに，次のようなものがある。

秦皇島港史（古，近代部分）人民交通出版社，北京， 1985

広州港史 （古代部分） 海洋出版社，北京， 1986

広州港史 （近代部分） 海洋出版社，北京＇ 1985 

天津港史 （古，近代部分）人民交通出版社，北京， 1986

青島海港史（近代部分） 人民交通出版社，北京，1986

上海港史話 上海人民出版社，上海， 1979

乙の外iζ，古代港湾lζ関する分散的研究は数多く存在するが． 山東教育出

版社から出している“悠久的古代歴史”（済南＇ 1984）ゅなどがそれで， ζ

の書によると，中国で最初lと外海lζ乗り出したのは山東人であるとしている。

いささか．お国自慢的きらいがあるのではなし、かと思われるふしもあるが，

その言うと乙ろを聞いてみよう。

山東は．中国の東方にあって，北は激海lζ面し東南は黄海iζ接する半島

をなし，その海岸線の延長は3.000キロメー トノレ余．幾多の良港を有してい

る。その自然的条件と，古代文化の発生地であるという関係から．中国で，

最初lζ海を乗り出したのは．山東の人民であると考えられる。

乙の点については，不断に出土する考古学的資料が，乙れを証明している。

大波口文化（中国新石器時代の文化で，長江．黄河下流，山東から准水下流

に発達した。その下限は．紀元前2.300年頃とされている），および山東龍

山文化（大波口文化層の上層部から発見されたもので，歴史的下限は．紀元

前2.000年頃とされている）時代K，沿海の人々は，海lと乗り出していた形

跡がある。乙れは．近年．半島東北部の長島の発掘によって， ζの時代の石

錨が多く出土している ζとから，推測されるのである。

さらに年代が下って．夏王朝の時代iとなると，竹書紀年の中に．帝苦曽が

「東狩子海荻大魚」という簡単な記述があるが，夏朝の活動範囲は中原一帯

であったが，“東狩子海“とは山東を意味するものであるとしている。

商王朝のl時代に入って．甲骨文字によって判読すると ζろによると，板を

組合せて作った構造船があり．帆の使用もはじまっていた。有名な殴櫨の発
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掘の中から，南海で獲れる亀の甲や鯨の骨が発見されているととから， ζの

時代には，外海への航海が．可なり発達していたのではないかと，されてい

る。

商時代の山東一帯の沿海の部落では．夏人にくらべて，可なり発達した航

海技術を持っていたようである。すでに山東から島々を伝って江'Tlζ到る航

路と．山東から南の沿海に去る航路とが開発されていたと思われる。

周王朝は，中国の歴史の上で，重要な地位を占めているが，生産力が発達

し，海上交通にも可なりの変化が現われた。 当時の山東半島の東部lζ “莱夷”

がおり，准水下流一帯l仁“徐夷”と“准夷”とかいた。とれらのものは，

東方沿海一帯の強力な部族で，漁業と製塩業をいとなんでいたとされている。

また．当時，すでに今の江蘇省南部の呉の国と，今の漸江省以南の越の国

とが，発達し，西周時代の東方の侮上航路と，海上交還を支配していたのは．

呉人と越人であった。

紀元前8世紀iζ，斉が爽夷の浜海地区を統ーして国を建て．魚塩のの利と

湖海の支配によって“海王の国”と呼ばれるようになった。しかし．南方の

呉と越との造船技術は，さらに発達していて，すでに長さ10丈，巾1.5丈の

“大翼船”を持っていた。両国は共IC造船所“船宮 ”を持ち． “文船”と

“楼船”が出現しており上屋甲板を持つ兵船を持っていた。 ζのようにして，

紀元前485年には．呉の水軍が北上して．斉を破っている。また前468年に

は．越王勾践が．会稽の都（現在の紹穴）から “死士8.000人，文船300隻”

をひきいて，海上より破邪（山東半島南部，現在の青島の西．迂の都であっ

た）を攻めている。乙うして，春秋末期には．東海（東支那海）沿岸の航路

が確実に拓かれていたと思われる。

ζのとろ．呉．越，斉の三国が．海上ICおける覇権を握っていたが．戦国

期以後，さらに燕の国が乙れに加わった。当時．燕の航海技術が大いlζ発達

し，すでに朝鮮半島lζ達しており， “山海経・海内北経”によれば．

「南倭，北倭属燕J

と記されているととろから，その航路は．朝鮮の西を通って．日本の九州、｜に

まで達していたものとされている。乙の当時，燕の海上への出口として．砲
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石（現在の秦皇島附近）が現われた。中国航海史研究会の秦皇島港史編集委

員会による“秦皇島港史 ”古代部分 • ：J から引用したのが下図であるが，山東

半島』ζ転附（現在の芝宗，畑台市）.l良邪があり ．働海の北岸』ζ砲石．江南

lζ会稽，句章（現在の7波市近く）の名が見え，すでに．番高も現れている。
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若手秋依凶日ナJ倒磁石海i些航銭f型

磁石港について，少しばかり，その歴史を調べてみると，商周時期（紀元

前16世紀～前841年），乙の方面は“孤竹”と呼ばれていた。乙れは．周時

代の地方の小国で・あったが．激海北岸から梁河以東を結ぶ．重要な地域をな

し， 当時黄河（河水と呼ぶ）は，今よりもずっと北を流れて，現在の天津市

の附近で働海iと入っていた。当時黄河中，下流の人々は．河水を下って担竹

沿海の人々と交易を行っており，“考lj木｝，）船. ~J木カ揖”の技術を持ち“致

逗以利天下”といわれていた。乙の時代は，まだ奴隷制の時代で，交易は国
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王と国王との間で行われ．まだ個人商人は現われておらず，船と航海も亦王

権の支配するととろで，さらに，政治．軍事上の交通の拠点としての意味が

大きかった。戦国中期lζは．呉．越．斉，燕の4国が“舟師”を持つ海洋国

であった。乙の頃，主要兵種として．甲土，歩卒，戦車，舟師があって，戦

術上の発展から，戦車がおとろえ，舟師が益々強力なものとなっていた。乙

のような条件のもとで， 主要な港は確実IC王権が支配すると乙ろのものであっ

たと見てよいであろう。たとえば鳴石は，燕国が強大となるにつれて，江東

と朝鮮の北西部の領有，中原との交通，斉との交易の中心的地位にあって，

その載略的価値は大きかったのである。乙の乙とは．その後，歴史的に実証

されている。たとえば，

秦が中国を統ーしたのは，紀元前221年であるが，広い国土を，はじめて

統ーしたので，交通体系を整備するととが重要な課題であった。“ 書同文”

“車同軌”すなわち． 書は文を同じくし．車は軌を同じくするというのが．

統一政策の上から必要であった。乙うして馳道（chidao，天子の通る道の意

で，圏内の幹線道路である）を大修し．水路を聞き，海上，内河，陸上の馳

道体系が急速に出来上った。特lと砲石は，北東iζ対する軍事的要地であった

ので，秦の都戚陽から砲石iと至る幹線，北辺の長城i乙沿って九原（現在の内

蒙古自治区“包失市”の近く）から砲石に至る幹線馳道が建設され，さらに．

海上においても，戦国期の斉，燕および激海沿海地域の割据を無くし．激

海北岸喝石港．山東半島および東南の沿海，江東半島および朝鮮半島lζ至る

主要港湾と航路とが，統一的に整備された。 ζの乙とは．そのすぐ後で－行わ

れた漢の武帝の海上北巡（前110年）によく現われている。図に見るように，

掲石は，陸路江東郡を経て，朝鮮の楽浪郡に至り，海路，山東半島を経て，

楽浪郡lζ至るカナメの地位にあったのである。乙うして，説の武帝（奮操）

も207年lζ砲石を通って烏丸を征し，後漢の時代の，東北への軍事輸送の基

地も，乙乙lζ置かれている。

硯石港は，初期l乙は軍事的意義が大きかったのであるが．両漢時代lζ，背

後地の経済が発達して，多くの域市が出現した。なかんずく大商業都市とし

ての燕前（今の北京市）および黄河北岸の即戦があり，現在の秦皇島地区の
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·t又武帝海上北巡碍石2~銭函

背後にも，臨捕．孤竹，肥如．令支，海旧の五つの域市があって．後漢の初

年のとれらの都市の人口は8万人lと達していたといわれる。都市の発展は．

当然、の乙とながら，交易の発達をうながし，食料の輸入をはじめ，山東半島

の旧斉国の，うるし，布，南その他手工業品を輸入し，当地の特産品を輸出

した。

階唐時期（581-907年）に至って，大きな変化が現われた。その時代は．

陪の：場帝の対高麗戦争，唐の太宗の東征と，未曽有の軍事行動が．山東およ

び湖海の港湾の開発を刺激した時代であるが．場帝による永済渠，通済渠と

いった大運河の完成が河南の米などを運河によって北方lζ運ぶ途を拓き，物

の流れに変化がおとった。また，日本との交通が盛んlとなり．乙れまでの北

方海上ルートの外K，す波から．東海をまっすぐに横切って九州、｜に至る海上

ノレートが開発された。北方jレートにおいても山東の登州に上際し，莱州，青

州．克州．曹州．汗を経て．洛陽．長安iζ至るルートが拓かれ， "f波，揚州
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唐代航送示意図

を経て大運河に入り．汗を経て洛陽，長安lζ至るノレートが聞かれた。乙れに

よって，明州、ICf波），揚州という新しい港湾都市が発達し，更に南方の泉

州，広州、｜（古代の番高）が発達した。乙れを唐の四大港と称している。

金の滅亡後，南北の海上交通は，一時中断したが，元の太宗6年 (1234年）

金が滅び，世祖の至元16年 (1279年）南宋が滅び．大都（今の北京）を都と

し．国号を元と改めた（1279-1368）。 ζの時代lζ至って，また一つ大きな

変化がおζった。

元王朝の初期にあっては，江南の米は．大運河を通って北上し，図iζ示し

であるように，准水の下流で．当時南を流れていた河水（黄河）に入り ．乙

れをさかのぼって， it門に至って向をかえ，まっすぐに東北に向い，亘泊

（天津）達し．そ乙から大都に入った。

しかしながら，大都の建設のために多くの労働者が入り乙み．小型船によ

る運河の運送能力では，需要を充し得なくなったので，大量の椴食が．海上
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天津港史編集委員会：天津港史より引用
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輸送されるようになった。すなわち，図iζ示しであるように，長江の河口の

崇明を発して，山東半島をまわって宜泊に入っている，410 

ζのために．亘泊（天津）が新しく港として発展を遂げたが．最盛期lとは，

年間130万石の根食が， ζ乙を通って，大都に入っている。さらに，乙のた

めには，海洋を航海する大型船を多数必要とした。記録によると，世祖の至

元15年，“軍民九千人，山花木を伐る“とあり，平築造船が始まった。また

世祖の至元20年～22年には山東．河北の沿海に命じて， 5.000隻の船をつく

らせている。 （図面参照）。

船型の大型化と運送物資の大量化によって．人工の埠頭を必要とするよう

になるのは，港湾発展の原則である。そして，乙の方では，楕．唐時代の高

麗戦争および東北経営の軍事行動が，直接的契機となっているのであるが，

乙の方面で最初の人工碕頭（埠頭）は孤竹．水平府のF孟城の遺跡から発見
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四 s-1-2Ur）元代海運漕船一一漕船
(!\i]：王む'fB＇ 叫』＂＇！；，水逗一史〉》1えりKiミ技本 iid~l~» t~ ）

国 3 ~ －＇.！ （乙〉 元代海運漕船一一沙船航行図

されている。すなわち，図に見るように，城壁の西門外K，青It河lζ沿って

花筒岩の切石を積み上げ．延長500米ないし700米，河底からの高さ3.2米，

城壁からの巾約18米となっている。城門のすぐ外側ft:船着場があるという構



中国古代水運と港湾について

「
盟主盟主

戸支昼西門外平州浴泊岸f叩E可決）~筑官官拘関
〈封書sJ当え袋五司王た遺主上考察資料絵〉

「秦皇島史Jより引用

造は，ヨーロッパの中世のそれと全く同じである。

199 

以上のように，われわれは．中国古代の水運と港湾の発展を．極めて概念

的に見て来た。中国の言葉lと“城因水六， 7J<為城用”というのがある。すな

わち，都市というものは水運の便によって興り，水運は都市のために用うべ

きである，という程の意である。特に，乙の言葉は．春秋戦国以来，都市の・

経済発展と水運との関係を言い現わしているのであるが，より詳細な研究は，

乙れからの課題である。さらに今回は， 山東半島と溺l海方面に記述が集中した。

広い中国であるので，南方の広州方面，さらに中央の上海方面の研究がなけ

ればならない。但し，広州、｜については．秦の統一の記録から始まり．上海は．

春秋戦国時代には，まだ海中にあって，陸地を形成していなかった。しかし

ながら，両者が，有力な，中国の海上交通の中心として出現するまでの，歴

史的背景を知らなければならなし、。乙れも，次の課題として検討したいと思

つ。

注（1) 中国交通部海洋運輸管盟局，内河運輸管埋局編： 「中国対外開放港口」人民交

通出版社．北京.1985。
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(2）項児奇 ：「悠久的古代歴史J山東教育出版社，済南＇ 1984。

(3）秦皇島史編集委員会：「秦皇島史」古・近代部分．中国水運史ど為．人民交通出

版社．北京＇1985。

(4) 天津港史編集委員会：「天津漢史」古・近代部分．人民交通出版社，北京，

1986。


